







































ここ数年､ 中国企業による外国企業 (特に先進国企業) の大型買収案件が相


















































































た｡ 第に､ 対外直接投資を産業別に分けると､ 一次産業が％､ 二次産業
が	％､ 三次産業が％であった｡ 投資ストック規模が億ドルを超






















まで成長してきた｡ 他方､ 海外の件数 (図) は－年までずっ
と増加しているものの､ 日本のそれに比べると､ まだ一定の差がある｡ そして､





と捉えているものもあるが､ 中川 () は中国海外の比率を他の国
と比較した結果､ ｢中国の対外の対外直接投資比率は多国よりも若干高


























    
図 海外金額の業種別シェアの推移
出所：同上｡
































































































































































































 (	) は企業の対外直接投資の目的を①資産利用 (






しい市場を探すことや効率を上げこと等がある｡ 一方､ 資産拡大とは､ 対外進
出する前に既に所有特殊的優位があることを前提とするのではなく､ むしろそ
の獲得や発展のために海外に投資を行うというタイプの直接投資である｡
また､  (	) によれば､ 先進国の多国籍企業が ｢資産利用型｣
の直接投資戦略をとるのに対し､ 発展途上国の多国籍企業は ｢資産利用型｣ に















(大橋､ #；$%&；高橋､ '；丸川・中川､ '；川井､ '；
苑､ "(など)｡ 大橋 (#) は ｢中国企業の対外直接投資の動機は､ 他国・
―"―
地域の対外投資とは特別異なるものではない｣ () と述べて､ 中国企業
の対外直接投資の主要な動機として､ ①外国市場の開拓､ ②貿易障壁回避､ ③
先進技術取得､ ④資源開発､ ⑤資金調達､ を挙げている｡ 中国企業の対外進出
の目的を捉える時､ 外からの客観的な分析と同時に､ 中国企業自身がどう考え
ているのかを見る必要もある｡ 川井 () は海外に進出した中国企業社
を対象にその進出目的を聞いた結果､ 海外直接投資決定の主要目的は回答比率
(複数回答可) の高いものから順に､ ①海外市場での商品販売 (	％)､ ②市
場販売シェアの伸張 (
％)､ ③情報の取得 (％)､ ④外国の先進的管理







優位性の議論は既に 	年代からなされてきた (中川､ )｡ 例えば､




























価格の原材料､ 低資本コスト､ 政府の援助等などがある) に大きく依存し､ 中
国企業はこれらのを武器にグローバル競争に勝ち抜いていたという指摘
が多い (		)｡ 藤沢 () は中国多
国籍企業のとして､ 豊富な財務資源､ 安価な割に能力に優れた豊富な労
働力および､ 中国人が得意とする組み立てやオープンモジュール型製品の製造､
また中国企業のとして (年以降) 中国元の対ドル､ 対ユーロの強み
を挙げている｡
苑 () は後発国多国籍企業の競争優位の新たな分析枠組みの構築を試み
ようとし､ 競争優位を ｢レギュラー競争優位｣ と ｢イレギュラー競争優位｣ の
種類に分類した｡ 彼は東南アジアに進出した中国系自動車や電機企業､ 計
社の競争力を分析し､ 中国企業の競争優位は ｢イレギュラー競争要素｣ に
偏在し､ ｢レギュラー競争要素｣ において優位性をあまり示していない､ 中国
企業の今後の課題として如何に ｢イレギュラー競争優位｣ と ｢レギュラー競争
――
劣位｣ から ｢レギュラー競争優位｣ に転換するかにある､ と結論づけている｡
そして､ 苑は中国企業がいかに ｢レギュラー競争優位｣ を構築していくのか､
東南アジアに進出した中国企業の行動からを五つの点を抽出した｡ 第に､ 中






既存する人的資源を最大限に活用している｡ 第に､ 中国企業は ｢革新的結合｣








えている｡ 第に､ 苑の研究では､ (東南アジアに進出した) 中国系企業は主
に ｢イレギュラー競争優位｣ に依存していると主張したが､ これは､ 中国より
遥かに早い時期に東南アジアに進出した日本および韓国企業はなぜ ｢イレギュ













































































次に ｢二重のとんぼ返り｣ 説の応用可能性について｡ つまり､ これはごく一
部の中国企業だけの行動なのか､ あるいは中国企業の中で既に主流的なやり方
になっているのか､ ということである｡ ここでは事例研究の代わりに､ いくつ
かの先行研究の検討を通じてこの問題を明らかにする｡
中国企業は海外を通じて獲得した資産を中国に移転させているとい
う現象に比較的早く目をつけた研究として方 () がある｡ 方は中国多国籍
企業の先進国における技術獲得を ｢逆技術移転｣ という概念を用いて実証分析
を行った｡ 彼によれば､ 中国企業による技術移転は二つのルートがあり､ 一つ
は先進国での研究開発による技術移転であり､ もう一つは対外を通じ
て先進国の研究開発部門を丸ごと買収してから､ 既存の技術を中国に移転させ




李 (	) は中国自動車企業	社の海外の事例を分析し､ 中国企
業の海外戦略の特徴として､ ｢基本的には海外での技術や知財などの戦










次に ｢二重のとんぼ返り｣ のステップに関して､ 中国企業がどのように実
践しているのかについて｡ 総じて言えば､ 中国企業のステップの成功例は極































れていた｡ すなわち､ レノボは (買収後) 中国市場の強化と世界市場の進出､
その両方を同時に進めていたのである｡ しかし､ らの ｢二重のと



































































	() を参考､ 汪 () を引用した｡
 商務部のホームページ















 ｢創造性資産｣ の概念が-/$によって提唱され､ それは対外直接投資の前に既に
所有特殊優位があることを前提にするのではなく､ むしろその獲得や発展のために対外直
接投資を行うタイプの体外直接投資である｡ 本稿では ｢創造性資産｣ と ｢資産拡大｣ をほ
ぼ同じ意味の言葉と理解している｡
 中川 () を参照した｡
 苑 () によれば､ ｢レギュラー競争優位｣ とはこれまでの主流派国際経営論の中で
よく挙げられる競争優位の諸要素―企業規模､ 経営ノウハウ､ 製品・製造技術､ 人的資本
(無形資産)､ マーケティング能力､ 資金力､ 生産管理技術､ 製品差別化能力等である｡ 他
方､ ｢イレギュラー競争優位｣ とは上記の ｢レギュラー競争要素｣ に属さない他のすべて
の要素である ())｡
( 例えば家電分野では日本企業は既に)年代ころから東南アジアに進出したのに対し､
中国家電メーカの対東南アジア進出は年以降のことである｡ 苑 () )
 すなわち､ 東南アジアにいち早く進出した日本企業は現地で長年事業を営み､ 加えて東
南アジアにもたくさん日本人が居住し､ 邦人のネットワーク等も考えられる｡ 従って､ 苑
() の主張している中国企業の ｢イレギュラー競争優位｣ は一体どれに対しての優位
性なのか､ 必ずしも明確ではない｡
 これまでの先行研究の中で成功例としてよく取り上げられるのはレノボによる56の
+部門の買収､ 海欣集団の米0'社紡績事業部買収などがあり､ 一方､ 失敗例とし
て,+7のトムソンの買収､ 徳隆の米/&&8社買収などがある｡
 レノボは年月に人､ 年月に名の人員削減を実施した｡ 出所：
中国企業の海外.戦略
―)―











 なお､ 琴坂 () も同様なことを指摘している｡
 この三つの事例は吉利によるボルボの買収､ 北京汽車によるの買収と､ 上海汽
車による双龍・ローバーの買収である｡







#$%､  &'(がある｡ 出所：レノボジャパンホームページ
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